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１．研究計画の概要 
 
1960 年代の米国における文化変容の評価を
めぐって激しい論争が続いているだけに、半
世紀近く経過した現在、１次史料に基づいた
実証的な研究が求められている。そこで本研
究ではマイクロフィルムなどによる１次史
料の収集や体験者からの聞き取り調査を重
視する。また、文化変容の基盤となった各種
の社会運動の集団間比較とともに、日本・欧
州・米国の国際比較も重視する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
1960 年代の米国でみられた公民権運動や学
生運動、ベトナム反戦運動、女性解放運動な
どの各種社会運動に関連した１次史料をマ
イクロフィルムで収集した。また、体験者か
ら聞き取りも並行して進めた。聞き取り調査
としては、1960 年代の「べ平連」運動に関
係した Jerry Fisher氏から日米における社
会運動の差異に関して体験を交えた貴重な
証言を聞くことができた。さらに、定期的に
研究会を実施することにより集団間や国際
比較の方法を明確にすることができた。具体
的には、第一に、日本における 1960 年代に
関する研究動向の検討を行い、社会運動体験
者の証言と歴史研究のズレの問題や運動史
中心の動向をどのようにしてより広い社会
史や文化史の文脈に繋げるかを議論した。第
二に、ヨーロッパ関係では、八十田博人氏に
よる 1960 年代におけるイタリアの議会外左
翼に焦点を当てた「オペライズモ」の動向に
関する報告が行われた。第三に、米国におけ

るアフリカ系の公民権運動に関する最新の
著作である川島正樹『アメリカ市民権運動の
歴史―連鎖する地域闘争と合衆国社会―』の
合評を行なった。そこでは、1960 年代のア
フリカ系社会運動を法の下の平等をめざす
「公民権・市民権運動」とみるのか、アフリ
カ系のエスニックな自立をめざす「解放運
動」とみるのかという評価の対立が浮き彫り
になった。第四に、栗原涼子氏の『アメリカ
の第一波フェミニズム運動史』を手がかりに、
第一波と第二波フェミニズムの比較を行い、
1960-70年代に展開したラディカル・フェミ
ニズムの歴史的特徴を検討した。最後に、最
終年度に予定している国際シンポジウムに
ついて全体の構想や招聘者の顔ぶれに関し
て検討を開始するとともに、成果の刊行や収
集史料の解題つき目録作成についても検討
を始めた。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
① 当初の計画以上に進展している 
（理由） 
３年間の共同研究を通じて重要な１次史料
をマイクロフィルムで収集するとともに、運
動経験者に対する聞き取りも実施した。また、
研究会の積み重ねにより各分担テーマに関
する研究史や事実認識を相互に深めるとと
もに、共通した方法論の開発がある程度進ん
だ。さらに、関係する研究者との国際的な連
絡が進み、最終年度に国際シンポジウムを開
催する見通しがたった。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
研究成果の発表形態として、第一に、マイク
ロフィルムで収集した１次史料の解題付き
目録作成を進める。第二に、平成22年12月
に国際シンポジウムを実施し、欧米の研究者
と研究成果の交換を進める。第三に、国際シ
ンポの成果と研究メンバーの個別研究の成
果を合体させて、研究書の刊行を進める。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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